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はじめに
ハー ンとフランス文学との関係を考えるにあたっては、 アメリカ時代の文学評論と翻訳がまず対
象となろう。 ハー ンはアメリカではジャ ー ナリストとして、 ニ ュ ー オリンズで、 とりわけ1881年
12月に『タイムズ ・ デモクラット』の文芸部長に就任して以降、 フランス文学に関する批評、 翻訳
を精力的に執筆した。
1890年の来日後は、松江の島根県立尋常中学校、熊本の第五高等中学校(1894年9月より旧制第
五高校学校）で英語を教える。1896年9月から外山正一 学長の招聘を受け帝国大学文科大学(1897
年6月から東京帝国大学文科大学）に英文科講師として着任し、 1903年3月に解雇されるまで英文
学の他、 フランス文学に関する講義も行 った。
ハー ンのフランス文学講義はどのようなものであったか。 アメリカ時代の文学評論、 翻訳と講義
録をあわせて読むことにより、 ハー ンのフランス文学との関係の理解につながりはしないか。以下
は、 その簡単な報告である。
I. アメリカ時代のハーンとフランス文学
ハー ンがフランス文学について書いた文章のうち、『タイムズ・デモクラット』に 1883 年 4 月
15日から1887年1月30日に掲載した文学評論は、1923年にモーデルにより『東西文学評論』と
して出版される1。
第一部の文学一般が7編、第二部のフランス文学が20編、第三部のロシア、 イギリス、 ドイツ、
イタリア文学が12編と、西洋文学を扱った文章39編のうちフランス文学が大半を占める。記事は
テー マや作家ごとにまとめられているが、 発行日によってハー ンの文学的関心を時系列的に辿って
みよう。
ボー ドレー ル(1883年4月15日）やネルヴァ(1884年2月24日）は、 早い時期に比較的詳しく論
じられている。ネルヴァルについては、 フランスでも忘れ去られていた時期であり、 ハー ンによる
再評価は特筆される 2。
現存作家の場合は近刊も紹介され、 例えばゾラは『ボヌ ー ル ・ デ ・ ダー ム百貨店』(1883年5月
13日）、『制 作』(1886年6月20日）と作品名をタイトルとした記事が書かれる。 モーパッサン、 ロ
ティについての記事が各4本と最も多く、 ハー ンの二人に対する継続的な関心が窺える。ロティに
ついては、 まず1883年9月23日の記事で、 最近のフランス文学の評論にロティについての一言
の批評すら見られないことに憤慨する。1884年11月7日のタイトルは「現代小説の中で最も独創
的なピエー ル ・ ロティ」である。1886年8月22日の記事ではモーパッサンと比較し、 1887年3
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月13日の記事で 「ネイション」が遅ればせながら ロティに対し熱烈な賞賛を示していることに満
足するといった調子だ。
『東西文学評論』の第一 部には、 「 理想主義の将来」 「理想主義と自然主義」 「写実主義と理想主
義」のように、 「主義—ism」がタイトルに用いられている評論が並ぶ。 ハーンは、 ロマン主義に愛
着を示す一方、 自然主義の醜さに強い嫌悪を示し、 ゾラをはじめとする自然主義作家たちを激しく
批判する。 「理想主義と自然主義」では、 ゾラの『生の喜び』が醜悪な人間の獣性を描くのに対し
て、 想像力をもとにした純粋な理想主義を称揚し、 「写実主義と理想主義」では、 英語の小説に求
められるのは、 ゾラなどフランスの作家によって表明されている写実主義ではなく、 「人間生活の
本質的諸事実を完全に認識した上に築かれた、 よりいっそうの純粋な理想主義門と訴える。
「文学進化の教訓」では、 文学と道徳との結びつきが強調される。 いわく、 フランスでは急進主
義が保守主義を打倒し異常な惨状を呈しているのに対して、 イギリスおよびアメリカにおいては、
「文学上の保守主義がいぜんとして支配者であり、 将来の英語が、 清潔な道徳観念の厳格さに対す
る、 無謀な反抗の悪しき結果を病む心配がない打ことを感謝すべきだとする。
『東西文学評論』に収められたハーンの文学評論は、 1880年代のハーンのフランス文学、 とり
わけ同時代の文学への評価を理解する上で示唆に富む。 と同時に、 フランス文学の新しい流行をア
メリカに伝えるだけではなく、 フランス文学の英語圏の文学と読者への好ましくない影響に対して
注意を喚起していることは留意されるべきだろう。
今回は詳しく触れることができないが、 ハーンはアメリカ時代、 ゴーティエ、 ゾラ、 モーパッサ
ン、 フ ローベール、 フランスなどの翻訳を行っている。 1882年のハーンの最初 の出版も、 ゴーテ
ィエの『クレオパトラの一夜と他の幻想的な物語』であった。 フランス語の文学テクストの英語へ
の翻訳は、 後にハーンが文学テクストを執筆する際に大きな影響を与えたことは疑いない。 ハーン
が本にまとめて出版したものだけでなく、ゾラ、モーパッサン、 ロ ティなどの雑誌での翻訳なども、
さらに研究が進められることが望まれよう。
II ハー ンの文学講義
L東京帝国大学の講義について
1896 年の初年度の授業については、 1915年に出版された『文学の解釈』のまえがきに引用され
ている西田千太郎への手紙によれば以下のようになる。 まず授業は週12時間だけだった見教科書
としてハーンが選んだのはテニスンの『プリンセス』で、 ミルトンの『失楽園』は学生の投票の結
果78 人中63人が選んだものだ。 それ以外の、 バラード、 ヴィクトリア朝文学などの特殊講義では
教科書は使用しなかった。 ちなみに12時間はその後も変わらず、 内訳は5 時間の詩の購読、3時
間の英文学史、 4時間の特殊講義であった。 板書は固有名詞や難解な語にとどめ、 ハーンはゆっく
りと分かりやすい英語で授業を行ったという。
ハーンの東京帝大の講義は、 後に講義録が出版される。 講義録のもとになったのは大谷正信、 田
部隆次、 落合貞三郎、 内ケ崎作三郎、 石川林四郎ら9名の学生の講義ノ ートであり、 それがマクド
ナルド（米海軍主計官）に託され、 特殊講義と英文学史の一部をコ ロンビア大学のアースキン教授
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が編集出版した。 1915年に『文学の解釈』、 1916年に『詩の解釈』、 1917年に『人生と文学』が
アメリカで出版される 6。 日本でも1934年以後、 田部隆次、 落合貞三郎、 西崎一郎によって、 北星
堂からも出版された（筆者は未見）。
これらの講義録は厳密にはハーンの著作とは言えず、 学生の講義ノ ー トから再構成する過程で
様々な不備が指摘されている 7。 しかしハーンの文学講義のおおよその内容を知り得ることができ
る講義録の価値が少なくない。 1980年から1988年に出版された恒文社『ラフカディオ・ハーン著
作集』によって、 まえがき部分を除き日本語でも読むことができるようになった。
講義は、 ハーンにとってどのような意味があったか。 池田雅之は、 松江、 熊本で英語を教えなが
ら日本の若者たちを観察していた時代と異なり、 東京帝大では、 講義を晩年の著作『怪談』や『骨
董』などの論理的に裏付けるために利用するなど、 創作（作品）と創作理論（講義録）にかなりの対応・
照応関係があるとする凡
またハーンは、 1902年9月にヘンドリック（化学者）へあてた手紙の中で、 アメリカでの文学講
義の構想も明かしている。 英文学が中心だが近代小説については「フローベールとモーパッサン」
の項目が見える。 文学講義はハー ンにとって創作にも生活にも深く結びついたものとなっていたと
考えられないか。
2. ハー ンの「講義録」から
(1)文学について
講義の多くはイギリス文学に関するものであり、『詩の解釈』にはイギリスの詩人についての講
義が収録されている。『文学と人生』には、 文学について幅広い視点から論じる文章が数多く収め
られており、 フランス文学について触れられている。
『文学と人生』の1 章「読書論」 では良書の鑑定方法について学生たちに問いかけ、 何度でも読
みたくなる本が良書と教える。 例として、 フランスでのゾラについての論争が、 ゾラの本を二回読
んだことがある者、 二回読みたい者が誰もいなかったことで決着したというエピソ ードを紹介して
いる。 また、 ギリシャの神話、 文学、 演劇がヨ ーロッパの源泉であることを強調し、 概観を現代語
の翻訳で読むように薦める。
6 章「イギリスの近代批評、 および同時代の英仏文学の関係について」では、サント＝ブー ヴを、
宗教、 民族、 国家などの偏見から脱却した、 史上最大の批評家と高く評価する。
ハーンの文学のジャンルについての考えを知る上で興味深いのは、 7 章「散文小品」だろう。 ハ
ーンによれば小説は衰退しつつあり、今後はエッセーとスケッチが大いに読まれるという。 なぜか。
それは、 忙しい時代にあって大衆は余暇の合間に読める小品を好むようになるに違いないからと、
社会情勢の変化と読者の立場からの説明を行っている。 ハーンが主にエッセ ーとスケッチを執筆し
たのは文学者としての資質、 選択の結果と考えられるが、 東京帝大の講義では読者側の理由を挙げ
ていることは興味深い。 そして、 近代でもっともすぐれたスケッチの作家としてドー デを挙げる。
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文学を幅広く論じた講義においては、 このようにフランス文学に多く言及しながら、 ハーンは実
作者としての立場から読むこと、 書くことについて助言している。 さらにイギリス文学を学ぶ目的
を、 理解するためではなく、 新しい日本文学を創造するためと説く。
(2)フランス文学
講義録にはいくつかフランス文学を中心に扱った授業が収められている。『文学の解釈』第2巻4
章 「散文芸術論」ではボー ドレールの項目で、 散文詩 「 月の贈り物」を分析し、続いてキプリンと
ロティの上野のスケッチを比較している。
ここでは、『人生と文学』14章「フランスのロマン派作家」と 15章「フランスの虫の詩数編」
について触れておきたい。
「フランスのロマン派作家」ではロマン派、 とくに物語作家を、 世代と文体でグループ分けしな
がら紹介する。第一世代のロマン派をフランスの批評の用語を援用し、近視的な文体（物事の細部を
綿密に見、 小さなものも描写できる）と遠視の文体（距離を大きくとりはっきりと見ているようでい
て、 近くの小さいものは見分けられない）に分け、 前者にユーゴー、 ミュッセ、 ゴーティエ、 バルザ
ックなど、 そして後者の代表としてメリメを挙げている。
第二世代のグループの主要な文学者をネルヴァル、 ボー ドレール、 フローベールとし、 とりわけ
フローベールの、 ゴーティエの装飾的な散文とボー ドレールの音楽的な散文の効果をもたらすもの
を創出しようとした試みに注目する。
第三世代としては、モーパッサンをメリメをしのぐ偉大な人物と高く評価する。『東西文学評論』
と比べた場合、 これまで名前を挙げた作家の中ではゾラに対する評価の変化が特筆されよう。 『東
西文学評論』 において、 ゾラが描く現実が悲惨であり、 その自然主義がハーンの求める理想主義と
対立するものであったことは既に述べた。 ゾラの想像力に対する評価はどうであったか。 『東西文
学評論』の「理想主義と自然主義」(1886 年 2 月 28 日）では、 ゾラを、 「完全に想像力を欠いており、
そしてそれゆえに、 国民性の発達と倫理感情の創造において、 想像力がどんなに重要な役割を果た
すものか、 まったく理解できない 9」と断じていた。 それが、 「フランスのロマン派作家」では以下
のよう評価が一変する。
ゾラはまさしく大芸術家である。 しかし彼が偉大なのは、 みずからそう呼ばれることを願っ
たように写実主義者あるいは自然主義者であるからではない。 あらゆる理論にもかかわらず、
彼はまさにロマン派であるゆえに、 想像力が巨大で毒々しく、 人間存在のあらゆる恐ろしい
側面を誇張して認識した人物だからこそ、 大芸術家なのである10。
ゾラは想像力豊かなロマン派なのである。 この変化をどう説明すればよいか。 1880 年代の『東
西文学論集』 の第一部に収められた文章では、 ゾラの作品自体より影響力を増す自然主義文学に対
して警戒するよう訴える姿勢が強かったこと、 そして、『東西文学論集』から15年の間に、 ゾラの
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作品に自然主義の理論に収まらない要素をハーンが読み取るようになったことなどがその理由と
考えられよう。
『人生と文学』15章 「フランスの虫の詩数編」は、『文学の解釈』2巻14章 「虫についてのいく
つかの詩」でギリシャ、 イギリスの虫の詩を扱った翌年の講義であり、 ユー ゴー、 ラマルチー ヌ、
ゴー ティエなどの詩を紹介している。 古代ギリシャの詩と人間の情緒を暗示する日本の詩に比べた
場合、19世紀に書かれたフランスの詩自体をハーンがとりわけ評価しているわけではない。 ハーン
にとって虫は重要であるが、 「フランスの虫の詩数編」の講義については、 日本の虫の詩に対する
言及が多いこと、 1898年に出版された 『異国情緒と回顧』所収の 「虫の音楽家」の後半でも、 英
語圏の読者に対して日本の虫についての詩を同じ形式で語っていることを指摘するにとどめたい。
結びにかえて
『東西文学評論』のフランス文学評論は、 ハーンが愛し、 深く理解するフランス文学を紹介しつ
つ、 同時に、 続々と出版されるフランス文学が卒む危険性に対してアメリカ人に警鐘を鳴らす時事
的な意味合いも強かった。 日本では、 ハーンは英語圏の読者に向けて日本、 日本人について書物を
毎年のように刊行する一方、東京帝大の文学講義を通して新しい日本文学を創造する学生に対して
大きな影響を与えた。 講義の中心は英文学であったが、 主題が文学一般に及ぶ時、 また英文学を相
対化する時に、フランス文学が講義において果たした役割は大きい。 ハーンが日本ではアメリカ時
代のように翻訳、評論といった形で直接的にフランス文学についての文章を発表しなかったからこ
そ、 ハーンのフランス文学講義についてさらなる検討が望まれよう。
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